
蘇

軟

の

「
墨
戯
」

文
ノ¥
商
の
形
成

は
じ
め
に

中
国
美
術
史
に
お
い
て
文
人
闘
は
唐
の
王
維
に
始
ま
り
宋
の
蘇
戦

ハ
1
〉

ら
に
お
い
て
開
花
し
た
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
を

〈

2
〉

「
翠
戯
」
の
誌
で
総
括
し
よ
う
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
し
か
し
蘇
紙

の
画
は
現
存
し
な
い
の
で
、
そ
の
論
も
具
体
性
に
欠
け
る
恨
み
が
あ

る
。
そ
れ
を
祷
う
に
は
詩
文
を
資
料
と
す
る
し
か
な
い
。
幸
い
蘇
献

は
百
余
首
の
題
画
詩
を
残
し
、
ま
た
題
肢
を
多
く
残
し
て
い
る
の

で
、
文
人
画
家
と
し
て
の
考
え
方
や
創
作
活
動
の
実
態
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

そ
も
そ
も
宋
代
の
文
人
は
士
大
夫
文
人
で
あ
り
、
書
に
よ
っ
て
詩

・
散
文
を
表
現
す
る
文
字
通
り
の
文
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
絵
画
が

加
っ
て
く
る
の
は
何
故
か
。
画
に
よ
っ
て
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
た

の
か
。
か
れ
ら
の
水
墨
画
が
何
故
「
墨
戯
」
と
呼
ば
れ
た
の
か
。
文

人
蘇
材
料
の
表
現
活
動
の
全
貌
を
把
握
す
る
た
め
に
は
右
の
論
点
を
省

横

山

伊
勢
雄

く
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
文
人
の
活
動
を
文
化
論

的
に
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

詩
画
一
律

さ
て
、
宋
代
の
文
人
は
唐
代
の
絵
画
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い

た
。
蘇
紙
も
そ
の
一
人
で
、
王
維
・
李
思
訓
・
韓
幹
・
呉
道
子
・
開

立
本
・
意
健
・
宮
町
説
明
ら
の
絵
画
史
に
残
る
画
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
。
ま
ず
王
維
に
関
す
る
論
を
見
て
み
よ
う

警
摩
詰
藍
田
焔
一
雨
簡

味
摩
誌
之
詩
、
詩
中
有
霊
。
観
摩
詰
之
輩
、
霊
中
有
詩
。
詩
日

「
藍
諮
白
石
出
、
玉
川
紅
葉
稀
、
山
路
一
克
無
雨
、
空
翠
潟
人
衣
。
」

此
摩
詰
之
詩
、
或
臼
非
也
。
好
事
者
以
補
摩
一
世
間
之
遣
。
ハ
蘇
戦
文
集

(
3
)
 

巻
七
十
、
以
下
文
集
と
略
称
)

こ
こ
に
は
王
維
の
詩
に
画
趣
を
味
わ
い
、
そ
の
函
に
詩
趣
を
感
じ

取
る
と
い
う
詩
画
一
致
の
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
と
す
る
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〈

4
)

詩
は
王
維
の
作
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
が
、
要
は
詩
と
画
と
は
表
現
の

手
段
は
異
な
る
が
表
現
し
よ
う
と
す
る
越
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
あ
る
。

王
維
は
自
身
を
「
宿
世
謬
詞
客
、
前
身
態
童
部
」
〈
偶
然
作
六
首
其

六
、
王
右
丞
集
巻
六
〉
と
一
一
一
一
向
い
、
詩
人
の
我
と
画
家
の
我
と
は
別
な
存

在
と
し
て
い
た
。
こ
れ
を
蘇
紙
は
「
摩
一
訪
問
本
詞
客
、
亦
自
名
霊
師
」

〈

5
)

(
題
王
維
輩
、
蘇
紙
詩
集
巻
四
十
八
、
以
下
詩
集
と
略
称
〉
と
同
時
に
併
存

さ
せ
る
。
か
く
し
て
詩
人
に
し
て
踊
家
と
い
う
文
人
が
意
識
的
に
成

立
し
た
の
で
あ
る
。

蘇
献
は
さ
ら
に
一
一
一
一
向
う

韓
幹
馬
(
詩
集
巻
四
十
八
)

少
陵
翰
墨
無
形
部
一
一
息
少
陵
の
翰
墨
は
無
形
の
画

韓
幹
丹
青
不
認
詩
韓
幹
の
丹
青
は
不
語
の
詩

此
登
此
詩
員
己
余
此
の
函
此
の
詩
真
に
己
み
ぬ

人
間
駕
駿
漫
学
馳
人
間
の
駕
駿
漫
り
に
争
馳
す

〈

6
〉

と
。
杜
甫
の
馬
を
歌
っ
た
詩
は
そ
の
ま
ま
形
の
無
い
習
で
あ
る
し
、

斡
幹
の
馬
の
画
は
そ
の
ま
ま
諮
ら
な
い
詩
で
あ
る
と
言
え
ば
、
馬
を

素
材
に
そ
の
真
を
描
く
と
、
読
者
や
鑑
賞
者
は
、
言
葉
か
形
を
通
し

て
馬
の
真
の
姿
を
想
像
し
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
詩
と

函
は
異
な
る
表
現
方
法
で
同
じ
対
象
を
同
じ
よ
う
に
表
現
し
得
る
と

主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
韓
生
霊
馬
岡
県
是
潟
、
蘇
子
作

詩
如
見
章
、
世
無
伯
柴
亦
無
韓
、
此
詩
比
重
誰
蛍
着
」
(
韓
幹
馬
十
四

匹
、
詩
集
巻
十
五
)
と
、
詩
や
麗
に
描
か
れ
た
真
の
馬
を
理
解
す
る
者

の
稀
な
の
を
嘆
い
て
い
る
。
か
く
優
れ
た
詩
画
に
は
伯
楽
の
よ
う
な

鐙
議
限
を
必
要
と
す
る
の
が
高
踏
的
な
文
人
の
詩
画
観
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
詩
と
函
に
つ
い
て
蘇
献
は
一
つ
の
結
論
に
到
達
す
る
。

「
論
霊
以
形
似
、
見
輿
児
童
灘
、
賦
詩
必
此
詩
、
定
非
知
詩
人
、
詩

重
本
一
律
、
天
工
輿
清
新
、
(
云
々
と
(
書
蘇
陵
王
主
簿
所
霊
折
校
二
首

其
一
、
詩
集
巻
二
十
九
)
と
。
画
も
詩
も
形
を
写
し
型
に
は
め
る
の
で

は
な
く
、
天
成
の
表
現
と
清
新
な
越
を
求
め
る
点
で
根
本
は
一
つ
で

あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
蘇
載
の
論
は
友
人
や
門
人
ら
に
支
持
さ
れ
、
後

世
の
文
人
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
例
せ
ば
同
時
代
の
壬
直
方

は
そ
の
詩
話
に
「
東
坂
論
詩
画
」
の
項
を
立
て
、
上
述
の
論
を
引
い

た
上
で
、
「
余
語
教
過
、
殆
欲
常
以
宿
刑
法
也
」
と
金
科
玉
条
視
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
拐
の
楊
慎
は
「
論
詩
画
」
ハ
『
升
庵
詩
話
』
の
補
選
〉

に
蘇
献
の
「
論
商
以
形
似
」
の
詩
句
を
引
い
て
、

ヰ
一
一
口
重
貴
一
料
、
詩
費
韻
也
。
然
其
言
有
偏
、
非
至
論
也
。
晃
以
道

和
公
詩
去
、
「
設
昼
寝
物
外
形
、
安
物
形
不
改
、
詩
倖
帯
意
外
一
意
、
貴

有
蓋
中
態
。
」
其
論
始
魚
定
。
蓄
欲
以
補
坂
公
之
未
備
也
。

と
蘇
紙
の
論
は
偏
り
が
あ
り
至
論
で
は
な
い
が
門
人
晃
説
之
の
補
足

を
得
て
は
じ
め
て
定
論
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
蘇
載
の
論
が
精
神
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主
義
に
流
れ
る
の
を
懸
念
し
、
簡
は
物
外
の
形
を
写
し
て
そ
こ
に
越

を
表
現
し
、
感
で
描
き
き
れ
な
い
趣
(
意
)
を
詩
で
歌
う
と
、
詩
と
函

の
機
能
は
相
互
に
補
完
し
合
う
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
題
画
詩
は

ま
さ
に
函
と
一
体
化
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
様
式
で
あ
っ
た
。

二
、
山
水
図
と
臥
遊

蘇
紙
の
師
欧
陽
備
が
「
古
養
護
一
意
不
掛
一
一
品
形
、
梅
詩
一
散
物
無
際
情
、

忘
形
得
知
者
寡
、
不
若
見
詩
如
見
蓑
」
ハ
盤
車
問
詩
、
歌
陽
文
公
文
集
巻

ム
ハ
)
と
言
う
よ
う
に
、
文
人
の
厨
と
詩
は
同
じ
表
現
法
を
と
る
も
の

だ
と
い
う
意
識
は
宋
代
に
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。
蘇
献
は
そ
れ

ら
の
論
を
い
わ
ば
集
大
成
し
、
自
ら
も
実
践
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ

実
践
は
竹
石
枯
木
な
ど
の
小
品
に
限
ら
れ
、
山
水
図
や
仏
教
図
あ
る

い
は
馬
図
な
ど
は
専
ら
鑑
賞
者
で
あ
っ
た
。

蘇
燃
が
鑑
賞
す
る
古
画
は
、
自
分
で
所
蔵
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
多
く
は
人
の
家
蔵
品
で
あ
っ
た
。

僕
議
於
長
安
際
漢
卿
家
、
見
央
道
子
霊
併
。
一
件
繍
可
情
。
其
後

十
鈴
年
、
復
見
之
於
鮮
子
子
駿
家
。
刻
己
装
背
完
好
。
子
駿
以
見

遣
、
作
詩
謝
之
。

こ
の
詩
題
(
詩
集
巻
十
六
〉
が
当
時
の
士
大
夫
た
ち
の
古
酒
愛
好
ぶ

り
を
物
語
っ
て
お
り
、
詩
の
第
一
、
二
句
に
「
貴
入
金
多
身
復
関
、

宇
寅
書
霊
不
計
銭
」
と
歌
っ
て
い
る
の
も
あ
な
が
ち
誇
張
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

函
を
賞
し
て
後
、
感
想
を
題
駿
や
題
画
詩
に
記
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
蘇
載
の
愚
論
と
な
り
詩
作
品
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
山
水

図
に
つ
い
て
例
せ
ば
、
回
路
抜
に
は
「
叉
抜
漠
傑
堂
島
山
」
(
文
集
巻
七
十
〉

が
あ
る
。唐
人
王
摩
誌
、
李
思
判
例
之
流
、
霊
山
川
峯
麓
、
自
成
務
態
、
雄

藩
然
有
出
慶
之
姿
、
然
顔
以
雲
物
問
之
。
作
浮
雲
杏
議
、
輿
菰
鴻

落
照
、
滅
波
於
江
天
之
外
、
翠
世
宗
之
、
而
麿
人
之
典
刑
翠
失
。

近
歳
惟
沼
寛
稀
存
古
法
、
然
徴
有
俗
集
。
漢
傑
此
山
、
不
古
不

今
、
檎
出
新
一
意
、
若
潟
之
不
己
、
嘗
作
着
色
山
也
。

主
総
は
南
宗
画
の
祖
、
李
思
訓
は
北
宗
画
の
祖
と
さ
れ
、
唐
の
山

水
図
の
規
範
と
な
っ
た
。
蘇
執
は
こ
れ
を
古
法
と
し
一
点
の
世
塵
も

と
ど
め
ぬ
こ
と
を
重
要
視
し
た
上
で
、
宋
の
画
は
さ
ら
に
新
意
つ
ま

り
新
し
い
工
夫
を
出
せ
た
か
否
か
を
価
値
基
準
と
し
た
の
で
あ
る
。

蘇
献
が
唐
宋
の
山
水
画
に
つ
い
て
詠
じ
た
詩
に
右
の
点
を
見
て
み

干で
h
ノ
。
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李
思
訓
霊
長
江
絶
島
間
(
詩
集
巻
十
七
)

山
蒼
蒼
水
悲
恋
山
は
蒼
蒼
水
は
廷
疋

大
孤
小
孤
江
中
央
大
孤
小
孤
江
の
中
央

山
喜
朗
路
経
猿
鳥
去
崖
崩
れ
路
絶
え
猿
鳥
去
る

惟
有
喬
木
捜
天
長
堆
だ
喬
木
有
り
天
を
捜
し
て
長
し



客

舟

何

鹿

来

客

舟

何

処

よ

り

か

来

た

る

梓
歌
中
流
整
抑
揚
中
流
に
梓
歌
し
芦
は
抑
揚
す

沙
お
1

開
門
軟
担
一
一
不
到
抄
平
ら
か
に
風
歌
ら
か
く
望
め
ど
も
到
ら
ず

孤
山
久
興
船
低
昂
孤
山
久
し
く
船
と
低
昂
す

峨

峨

爾

熔

繋

峨

峨

た

る

両

姻

髪

府
関
鏡
関
新
粧
腕
鏡
に
新
粧
を
開
く

舟
中
間
尺
客
英
漫
狂
舟
中
の
寅
客
漫
り
に
狂
す
る
莫
か
れ

小
始
前
年
嫁
彰
郎
小
姑
は
前
年
に
彰
郎
に
嫁
せ
り

こ
の
詩
は
山
水
図
の
構
成
に
合
わ
せ
て
古
楽
府
の
一
体
で
歌
う
。

長
江
下
流
の
大
孤
山
と
小
孤
山
を
描
い
た
厨
で
、
詩
句
は
そ
の
留
柄

を
な
ぞ
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
孤
山
久
輿
船
低
昂
」
の
句
か
ら
詩
人

は
船
中
に
視
点
を
据
え
る
。
画
中
の
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
美
女

が
朝
の
粧
い
を
し
た
ば
か
り
と
見
ま
が
う
荷
孤
山
、
船
中
の
人
よ
心

を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
小
姑
(
小
孤
)
は
す
で
に
診
郎
〈
務
浪
磯
)

に
嫁
し
た
の
だ
か
ら
。
こ
の
結
び
の
詩
語
が
画
に
加
え
ら
れ
た
詩
人

の
鑑
賞
上
の
感
想
と
な
る
が
、
い
さ
さ
か
俗
気
を
残
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
山
水
図
の
題
画
詩
が
蘇
紙
に
は
多
い
が
、
こ
こ
で
は

「
李
頒
秀
才
普
登
山
、
以
南
軸
見
寄
、
偽
有
詩
、
次
韻
答
之
」
(
詩
集

巻
十
一
)
と
題
す
る
詩
を
見
て
み
よ
う
。

一
や
生
自
是
箇
中
人
平
生
自
ら
走
れ
笛
の
中
の
人

欲
向
漁
舟
使
潟
県
漁
舟
に
向
い
て
便
ち
真
を
写
さ
ん
と
欲
す

詩
句
針
君
難
出
手
詩
句
君
に
対
し
て
手
を
出
し
難
く

雲
泉
勧
我
早
拍
身
器
一
貫
泉
我
に
勧
む
早
く
身
を
拙
く
を

年
来
白
髪
驚
秋
謹
年
来
白
髪
秋
の
速
き
に
驚
き

長
恐
青
山
担
(
註
新
長
く
恐
る
青
山
世
と
新
た
な
る
を

従
此
北
蹄
休
懐
望
此
れ
従
り
北
回
附
す
れ
ば
俣
望
す
る
を
休
め
ん

薬
中
牧
得
武
林
春
嚢
中
収
め
得
た
り
武
林
の
春

こ
の
詩
は
熊
寧
六
年
、
三
八
議
の
作
で
、
蘇
載
が
同
時
代
の
文
人

画
に
言
及
し
た
最
初
の
詩
で
あ
る
。
時
に
官
は
杭
州
連
判
で
あ
っ

た
。
李
顔
は
、
査
註
に
引
く
「
西
湖
遊
覧
志
余
」
に
よ
れ
ば
、
若
く

(

8

)

 

し
て
進
士
に
及
第
し
官
を
得
た
が
、
や
が
て
そ
れ
を
棄
て
て
道
人
と

な
り
、
江
南
の
山
水
を
遍
歴
し
て
画
と
小
詩
を
普
く
し
た
と
言
う
。

そ
の
李
顔
が
蘇
軟
に
雨
軸
の
画
に
詩
を
添
え
て
送
っ
て
来
た
。
そ
の

函
と
詩
に
対
J
U
返
礼
の
詩
つ
ま
り
挨
拶
の
作
で
あ
る
。

画
中
の
武
林
山
の
春
景
色
は
、
穏
土
の
住
む
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

わ

た

し

で
、
蘇
軟
に
退
穏
を
促
す
。
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
て
は
身
を
誤
ま
る
恐

れ
も
あ
る
が
、
こ
の
爵
を
得
た
か
ら
は
都
に
帰
っ
て
も
敷
く
に
及
ぶ

ま
い
と
、
山
水
図
に
間
間
接
の
場
を
見
出
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ

る。
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こ
の
傾
向
は
、
元
袷
年
間
に
朝
廷
に
復
帰
し
中
央
の
文
人
と
の
交

遊
を
深
め
る
中
で
、
一
層
強
く
な
る
。
蘇
献
の
山
水
図
を
詠
じ
た
詩

の
代
表
作
と
一
一
一
一
口
っ
て
よ
い
「
蓄
王
定
留
所
蔵
焔
江
昼
時
間
」
(
詩
集
巻



三
十
〉
を
め
ぐ
る
状
況
を
こ
こ
で
検
討
し
て
お
こ
う
。

自
註
に
「
玉
音
卿
蓑
」
と
あ
り
、
宋
室
の
婿
で
あ
る
王
説
(
字
は

晋
抑
〉
の
「
熔
江
畳
崎
図
」
を
歌
っ
た
作
で
あ
る
。
五
説
は
文
人
語

家
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の
簡
は
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
泌
o

ま
た
厨
の

所
蔵
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
蘇
献
が
「
宝
絵
堂
記
」
(
文
集
巻
十
一
〉

を
書
い
て
い
る
。
な
お
玉
定
問
は
名
を
輩
、
定
国
は
そ
の
字
、
真
宗

郭
の
宰
相
王
日
一
の
孫
で
あ
る
。
普
卿
・
定
国
と
も
に
蘇
献
と
親
交
が

あ
り
、
そ
の
筆
禍
事
件
に
連
坐
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
て
こ
の
詩
は
「
江
上
愁
心
千
墨
山
、
浮
空
積
翠
如
雲
畑
、
山
耶

雲
耶
遠
英
知
、
焔
空
雲
散
山
依
然
」
と
歌
い
起
こ
し
、
画
中
の
景
を

詩
句
で
な
ぞ
っ
た
上
で
、
「
不
知
人
間
何
慮
有
此
境
、
笹
欲
往
寅
二

頃
田
」
と
感
慨
を
述
べ
、
寅
州
で
体
験
し
た
江
上
の
景
を
重
ね
た
上

で
、
「
桃
花
流
水
在
人
世
、
武
陵
堂
必
皆
紳
伯
、
江
山
清
空
我
塵
土
、

雛
有
去
路
尋
無
縁
、
選
君
比
重
三
歎
息
、
山
中
故
人
態
有
招
我
野
来

篇
」
と
結
ぶ
。
画
の
山
水
を
桃
源
の
地
に
見
立
て
、
か
な
わ
ぬ
退
隠

の
慰
め
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
が
別
の
玉
音
卿
画
に
「
額
我
胸
中
有

佳
慮
、
一
一
樽
時
針
帯
一
一
且
題
関
」
(
次
韻
子
由
書
玉
音
卿
霊
山
水
、
詩
集
三
十

一
ニ
)
と
午
一
一
向
う
の
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
詩
は
二
十
八
匂
の
楽
府
体
で
あ
る
が
、
蘇
拭
は
さ
ら
に
同
じ

詩
形
と
韻
で
「
玉
菅
卿
作
熔
江
接
持
題
、
僕
賦
詩
十
四
韻
、
菅
郷
和

之
、
一
訪
問
特
奇
麗
、
図
復
次
額
、
不
溺
紀
其
詩
重
之
美
、
十
必
魚
道
其
出

」
挺
契
隠
之
故
、
市
終
之
以
不
忘
在
苔
之
戒
、
亦
朋
友
忠
愛
之
義
也
」

ハ
詩
集
巻
三
十
〉
と
題
す
る
次
韻
の
詩
を
作
っ
た
。
査
設
は
玉
音
卿
の

「
次
韻
」
の
詩
と
「
再
次
韻
」
の
詩
を
引
い
て
い
る
。
つ
ま
り
函
を

見
て
詩
を
作
り
画
の
作
者
が
次
韻
し
て
そ
れ
に
唱
和
し
、
さ
ら
に
互

い
に
次
韻
し
て
蒋
唱
和
す
る
と
い
う
、
詩
の
往
来
が
二
度
な
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
詩
の
内
容
が
隠
か
ら
次
第
に
遠
ざ
か
る
の
も
仕
方
が
な

い
。
蘇
紙
も
「
風
流
文
釆
熔
不
輩
、
水
墨
自
輿
詩
争
妨
」
と
一
応
は

一
一
一
一
回
う
け
れ
ど
、
そ
の
詩
を
「
願
、
君
終
不
忘
在
苔
、
業
時
更
賦
囚
山

賦
」
と
結
ん
で
、
管
仲
と
榔
宗
一
克
を
踏
ま
え
て
、
出
処
契
閥
、
難
局

に
在
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
戒
め
、

mm
友
忠
愛
の
義
を
説
く
に
至
る

の
で
あ
る
。
土
大
夫
文
人
の
癖
と
言
え
よ
う
。

函
は
家
蔵
さ
れ
る
と
多
く
の
人
の
限
に
触
れ
に
く
く
な
る
。
し
か

し
詩
は
世
に
流
布
し
て
函
を
宣
伝
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
際
に
画

の
評
価
や
意
義
づ
け
を
な
し
う
る
の
が
詩
で
あ
っ
た
。
文
人
と
し
て

盛
名
の
あ
る
蘇
軟
に
は
画
の
題
践
を
書
く
依
頼
も
多
く
、
「
柏
石
間

詩
」
(
詩
集
巻
三
十
)
の
序
に
「
際
公
弼
家
裁
柏
石
問
問
、
其
子
髄
季
常

俸
賛
之
。
東
波
居
士
作
詩
、
以
震
之
銘
」
と
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で

あ
る
。
こ
う
し
た
詩
に
見
え
る
題
材
の
多
様
さ
も
自
を
引
く
が
今
は

省
略
に
従
う
。

と
も
あ
れ
蘇
載
が
山
水
図
に
対
す
る
姿
勢
は
、
画
中
の
景
に
没
入
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し
て
遊
ぶ
こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
臥
遊
」
で
あ
る
。
宋
蓄
の
宗

〈
日
以
〉

柄
伝
の
故
事
に
出
る
こ
の
語
は
、
以
来
山
水
函
を
楽
し
む
文
人
の
態

度
を
示
す
諾
と
な
っ
た
。

一
一
一
、
竹
石
枯
木
図

き
て
文
人
間
家
と
し
て
の
蘇
棋
の
廼
は
、
何
を
、
い
か
に
描
い
て

い
た
の
か
。
そ
の
吟
味
に
移
ろ
う
。
た
だ
し
自
身
の
函
に
つ
い
て
は

言
及
が
少
な
い
の
で
、
周
囲
の
人
の
誌
一
一
一
一
口
が
必
要
と
な
る
。

ω郭
群
年
家
、
酔
撃
竹
石
援
上
、
郭
作
詩
魚
謝
、
且
遺
二
古
銅
剣

(
詩
集
巻
二
十
一
ニ
〉

ω自
題
臨
文
興
可
霊
竹
(
詩
集
巻
四
十
八
〉

仙

w次
韻
子
出
題
懇
寂
関
後
(
詩
集
巻
四
十
七
〉

ω次
一
韻
郭
功
甫
州
側
予
叢
雲
雀
有
感
二
首
(
詩
集
巻
四
十
五
〉

紛
掛
一
一
祉
事
二
首
(
詩
集
巻
四
十
五
)

川W
警
護
壁
易
石
(
文
集
巻
七
十
巻
)

蘇
献
の
詩
文
に
見
え
る
の
は
右
の
六
例
で
あ
る
。

ω竹
石

ω竹
ω

「
憩
寂
図
」
に
つ
い
て
は
版
次
後
述
す
る
が
、

ω雪
枝
の
雀

ω手
押

ハロ〉

し
率
な
ど
は
厨
材
の
多
様
さ
を
示
す
例
と
し
て
引
い
て
お
く
。
川
W
は

ωと
同
じ
く
竹
石
を
描
い
た
も
の
。
ハ日〉

こ
れ
を
門
人
の
寅
庭
援
の
詩
文
に
見
る
と
、

例
蘇
李
笠
枯
木
道
士
斌
(
一
巻
〉

ω子
鰭
寺
壁
作
小
山
枯
木
ハ
巻
五
・
九
)

扮
題
子
謄
枯
木
(
巻
五
)

約
次
韻
子
機
帽
子
由
題
態
寂
間
二
言
(
巻
五
)
題
李
伯
時
憩
寂
鼠
(
巻

二
十
七
)

ω
問
題
子
機
重
竹
石
(
巻
六
〉

防
政
東
坂
章
一
石
ハ
巻
二
十
七
)

な
ど
の
詩
賦
の
題
や
政
文
に
蘇
紋
の
画
材
を
一
示
す
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
か
ら
見
て
も
蘇
載
の
主
な
函
は
枯
木
・
竹
・
石
の
三
つ
が
単
独
か

組
合
わ
せ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
か
る
。
な
お

ω州W

M
W
に
見
ら
れ
る
李
公
麟
と
の
合
作
画
も
人
自
を
引
く
試
み
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。

ま
ず
、
世
に
「
東
坂
墨
竹
」
と
称
さ
れ
た
竹
の
磁
の
特
色
を
考
察

せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
だ
い
た
い
留
竹
は
唐
代
に
も
あ
っ
た
。
例
え
ば

自
居
易
の
「
霊
竹
歌
弁
引
」
(
岳
民
文
集
巻
十
二
)
に
協
律
郎
蒲
慌
の
叢

竹
の
癌
が
歌
わ
れ
て
い
る
し
、
呉
融
の
「
壁
霊
折
竹
雑
一
一
一
一
口
」
〈
全
唐
詩

十
i
七
〉
も
あ
る
。
ち
な
み
に
方
干
の
「
水
墨
松
石
」
〈
間
十
i
一
ニ
)
は

水
墨
に
よ
る
松
石
函
を
歌
っ
た
の
で
あ
る
。

宋
代
に
な
っ
て
新
工
夫
に
よ
っ
て
墨
竹
一
回
の
祖
と
な
る
の
は
文
同

(
字
は
与
可
〉
で
、
蘇
拭
の
画
の
師
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
蘇
材
料
の
文
同

に
関
す
る
詩
文
は
多
い
が
、
そ
の
真
髄
を
示
す
の
は
次
の
詩
と
文
と

で
あ
る
。
ま
ず
詩
は
「
審
問
兆
補
之
所
蔵
輿
可
霊
竹
三
首
」
(
詩
集
巻
二
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十
九
〉
の
其
一
を
見
る
。

輿
可
皆
一
阜
竹
時
与
可
の
竹
を
函
が
く
時

見
竹
不
見
人
竹
を
見
て
人
を
見
ず

量
溺
不
見
入
量
に
独
り
人
を
見
、
ざ
る
の
み
な
ら
ん
や

わ
す

熔
然
遺
其
身
塔
然
と
し
て
其
の
身
を
遺
る

其
身
輿
竹
化
其
の
身
竹
と
化
し
て

無
窮
出
清
新
無
窮
に
清
新
を
出
だ
す

荘
周
世
無
有
.
荘
周
世
に
有
る
こ
と
無
し

誰
知
此
疑
一
紳
誰
か
此
の
神
に
疑
た
る
を
知
ら
ん

こ
こ
に
、
竹
を
見
つ
め
、
竹
に
没
入
し
、
竹
と
一
体
と
な
っ
て
、

竹
の
真
な
る
も
の
を
つ
か
み
取
る
、
一
度
そ
れ
を
得
れ
ば
無
限
に
清

新
な
竹
が
文
同
の
筆
端
か
ら
生
ま
れ
出
る
、
と
一
一
一
口
う
の
は
竹
の
禅
で

ハ
リ
け
)

あ
る
が
、
蘇
紙
は
そ
れ
を
荘
子
の
「
用
士
山
不
分
、
乃
疑
於
一
利
」
に
根

拠
を
求
め
て
い
る
。

よ
り
具
体
的
な
論
は
、
文
向
の
没
後
(
一
克
畳
二
年
、
一

O
七
九
、
六

十
二
歳
〉
、
蘇
紙
四
十
四
歳
ご
ろ
相
次
い
で
書
か
れ
た
。

ωリ
約
竹
生
於
陵
陽
守
居
之
北
山
庫
、
蓋
蚊
竹
也
。
其
一
未
投
籍
、
食

縞
所
傷
、
其
一
因
於
桜
山
問
問
、
是
以
潟
此
獄
也
。
吾
亡
友
文
興
可
潟

陵
揚
守
、
見
一
間
兵
之
、
以
塁
間
其
形
(
一
広
々
)
0

〈
故
輿
可
約
竹
、
文
集

を
七
十
〉

。
竹
之
始
生
、

一
寸
之
萌
耳
、
市
節
葉
兵
索
。
自
鯛
腹
蛇
鮒
以
至

子
斜
抜
十
尋
者
、
生
市
有
之
也
。
今
章
者
乃
節
節
市
潟
之
、
葉
葉

市
累
一
之
、
量
復
有
竹
乎
。
故
重
竹
必
先
得
成
竹
於
胸
中
、
執
筆
熟

鋭
、
乃
見
其
欲
護
者
、
念
起
従
之
、
振
筆
宣
途
、
以
追
其
所
見
、

如
発
起
鰐
落
、
少
縦
逝
失
。
輿
可
之
敬
子
如
此
(
一
広
々
〉
0

(

文
興
可

護
策
管
谷
健
竹
記
、
文
集
巻
十
一
〉

侍
余
嘗
論
輩
、
以
篤
人
禽
宮
室
器
用
皆
常
形
。
至
於
山
石
竹
木
、

水
波
煙
雲
、
難
無
常
形
、
市
有
常
理
。
常
形
之
失
、
人
皆
知
之
。

常
理
之
不
賞
、
雌
擁
護
者
有
不
知
。
故
九
可
以
欺
世
而
取
名
者
、

必
託
於
無
常
形
者
也
。
離
然
、
常
形
之
失
、
止
於
所
失
、
市
不
能

病
其
全
、
若
常
理
之
不
蛍
、
別
奉
滋
之
怠
〈
。
以
其
形
之
無
常
、
是

以
其
理
不
可
不
謹
也
。
世
上
工
人
、
或
能
出
量
其
形
、
市
至
於
其

理
、
非
高
人
逸
才
不
能
線
。
輿
可
之
於
竹
石
枯
木
、
員
可
謂
得
其

理
者
失
。
如
走
市
生
、
如
是
而
死
、
如
是
而
撃
拳
帯
感
、
如
是
而

篠
達
暢
茂
根
室
節
葉
、
牙
角
詠
緩
、
千
獲
高
化
、
未
始
相
襲
、
而

各
蛍
其
慮
、
合
於
天
造
、
厭
於
人
一
意
。
蓋
達
土
之
所
寓
也
敷
(
云

々
)
。
(
浄
菌
設
費
民
一
記
、
文
集
巻
十
一
)

ハ
付
は
結
ハ
好
)
竹
つ
ま
り
変
形
の
竹
を
見
つ
け
て
そ
れ
を
観
察
し
、

墨
筆
で
形
ど
る
、
ご
く
一
般
的
な
ス
ケ
ッ
チ
の
法
を
一
一
一
一
口
う
。
対
象
が

変
わ
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し

O
に
一
一
一
一
口
う
よ
う
に
、
竹
は
一

寸
の
萌
か
ら
既
に
そ
の
将
来
の
姿
を
含
有
し
て
い
る
。
だ
か
ら
節
を

重
ね
葉
を
累
ね
る
部
分
の
集
積
で
は
、
生
き
た
竹
は
描
け
な
い
。
観
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察
を
重
ね
て
胸
中
に
蓄
え
た
竹
の
生
涯
を
照
次
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
グ

さ
せ
、
函
と
な
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
瞬
間
に
つ
か
ま
え
て
筆
に
す
る
。

兎
を
狩
る
鵠
の
よ
う
に
、
少
し
で
も
気
を
ゆ
る
め
れ
ば
対
象
は
逃
げ

て
し
ま
う
。
胸
中
の
成
竹
を
完
全
な
も
の
に
す
る
に
は
修
練
が
い

る。
悼
の
論
は
同
の
背
景
を
な
す
も
の
で
、
留
の
対
象
に
は
常
形
の
有

る
物
と
、
常
形
は
な
い
が
常
理
の
有
る
物
の
二
通
り
が
あ
り
、
後
者

は
高
人
逸
才
で
な
け
れ
ば
描
け
な
い
と
す
る
。
こ
こ
に
工
人
の
画
と

文
人
の
題
の
本
質
的
な
相
違
点
が
あ
る
。
同
じ
く
竹
や
木
を
画
に
し

て
も
、
画
工
は
今
回
に
し
て
い
る
姿
を
描
こ
う
と
す
る
。
し
か
し
文

人
は
竹
や
木
が
芽
生
え
か
ら
枯
死
ま
で
の
千
変
万
化
を
常
理
に
煩
う

変
化
と
知
っ
て
い
る
た
め
に
、
変
化
の
連
続
の
一
コ
マ
を
生
成
変
化

の
象
徴
と
し
て
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
常
理
を
把
握
し
て
い
る
が
故

に
天
造
に
合
し
、
逮
土
の
胸
中
を
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
あ
る
。

蘇
紙
子
機
作
思
一
竹
、
従
地
一
首
一
起
至
頂
。
余
間
何
不
逐
節
分
。

日
、
竹
生
時
何
嘗
逐
節
生
、
運
忠
清
抜
、
出
於
文
向
輿
可
。
自
詩

文
拾
一
線
香
、
以
感
一
深
潟
頭
、
淡
潟
背
、
自
輿
可
始
也
、
作
成
林

竹
、
甚
務
。
子
路
作
枯
木
、
校
幹
此
屈
無
端
、
石
数
硬
亦
怪
怪
奇

奇
無
端
、
如
其
胸
中
盤
諺
也
。
(
米
帯
、
翠
史
、
設
剣
華
『
中
菌
重
論

類
編
』
所
牧
)

こ
れ
も
文
向
・
蘇
紋
の
悪
一
竹
の
特
色
を
よ
く
知
る
者
の
弁
と
い
え
よ

ぅ
。
そ
し
て
蘇
載
の
墨
竹
と
枯
木
の
画
と
は
向
根
に
出
る
も
の
と
見

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
葉
庭
竪
の
詩
扮
に
枯
木
を
「
胸
中
元
自

有
丘
整
、
故
作
老
木
媛
風
霜
」
と
見
、

ωw
に
竹
石
を
「
東
坂
老
人
翰

林
公
、
辞
時
吐
出
胸
中
墨
」
と
見
る
の
も
同
じ
見
方
と
い
っ
て
よ

蘇
載
の

ωの詩に一一一一向う、

東
坂
難
是
湖
洲
波
東
坂
は
是
れ
湖
州
派
と
難
も

竹
石
風
流
各
一
時
竹
石
風
流
各
と
一
時

前
世
霊
前
今
姓
李
前
世
の
歯
師
今
姓
は
李

不
妨
還
作
柄
川
詩
妨
げ
ず
還
た
抑
制
川
詩
を
作
す
を

「
湖
州
派
」
は
文
向
の
盟
問
一
竹
派
で
あ
る
。
文
向
は
か
つ
て
湖
州
刺
史

で
あ
っ
た
か
ら
か
、
く
い
う
。
李
は
李
公
麟
、
王
維
に
な
ぞ
ら
え
た
こ

の
文
人
画
家
に
つ
い
て
の
蘇
紙
の
一
言
及
も
多
い
が
、
今
は
省
略
す

る。
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回
、
墨
戯
に
つ
い
て

右
に
引
い
た
「
憩
寂
図
」
の
詩
は
蘇
轍
の
作
に
次
韻
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
蘇
轍
の
詩
は
「
子
鰭
輿
李
公
麟
宣
徳
、
共
霊
翠
石
古
木
老

倍
、
調
印
之
憩
寂
顔
、
題
一
英
後
。
」
ハ
築
城
集
巻
十
五
〉
と
題
し
、

東
坂
自
作
蒼
蒼
石
東
波
自
ら
作
る
蒼
蒼
の
石

留
取
長
松
待
伯
時
長
松
を
留
取
す
る
は
伯
時
に
待
つ



久
有
雨
人
嫌
未
足
只
前
人
未
だ
足
ら
ざ
る
を
嫌
う
有
り

更
牧
前
世
杜
陵
詩
更
に
収
む
前
世
杜
陵
の
詩

と
画
の
内
容
を
詠
じ
て
い
る
。
蘇
載
は
こ
れ
に
次
韻
し
て
画
家
と
し

て
の
自
身
を
謙
遜
し
、
李
公
麟
を
持
ち
上
げ
て
み
せ
た
。
こ
れ
を
不

当
と
す
る
論
も
あ
っ
た
こ
と
は
寅
庭
竪
付
「
或
一
一
一
一
口
、
子
機
不
蛍
自
伯

時
篤
前
身
整
師
、
流
俗
人
不
領
、
使
是
認
病
。
伯
時
一
丘
一
箆
、
不

滅
古
人
、
誰
蛍
作
此
燦
計
。
子
路
此
一
訪
問
、
是
崎
県
相
知
。
」
(
巻
二
十
七
〉

の
題
政
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
寅
庭
竪
の
悼
の
詩
二
首
は
次
の

通
り
。
其
一

松
合
風
雨
石
骨
痩

法
窟
寂
家
信
定
時

李
侯
有
匂
不
肯
吐

淡
開
設
寓
出
無
麓
詩

英
二

龍
眠
不
似
虎
一
民
療
竜
眠
は
似
ず
虎
一
獄
の
療

筆
妙
天
機
可
並
時
筆
妙
天
機
時
に
並
ぶ
ベ
し

蘇
仙
激
墨
作
蒼
石
蘇
仙
墨
を
激
ぎ
蒼
石
を
作
る

態
解
種
花
開
此
詩
応
に
昨
く
花
を
種
え
此
の
詩
を
開
く
べ
し

穣
眠
居
士
は
李
公
麟
の
号
、
虎
一
鎖
は
東
普
の
画
家
顧
櫨
之
の
称
。
蓑

庭
竪
は
切
の
斌
も
作
っ
て
い
る
の
で
こ
の
極
に
強
い
関
心
を
抱
い
た

松
は
風
雨
を
含
み
石
骨
は
痩
せ
た
り

法
窟
寂
家
と
し
て
僧
の
定
す
る
持

李
侯
匂
有
る
も
有
て
吐
か
ず

淡
墨
も
て
写
し
出
す
無
声
の
詩

と
関
心
わ
れ
る
。
そ
の
賦
が
「
東
坂
先
生
、
侃
玉
市
心
若
梅
木
、
立
朝

市
一
意
在
東
山
」
と
歌
い
起
こ
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
文
人
の
隠
士

憧
慌
を
見
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
憩
寂
図
の
函
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
蘇
紋

の
「
題
憩
寂
題
詩
」
(
文
集
巻
六
十
人
〉
の
文
で
は
次
の
よ
う
に
一
一
一
口
う
。

一
元
拡
充
年
正
月
十
二
時
、
蘇
子
除
、
李
伯
時
潟
柳
仲
遺
作
松
石

題
。
件
逮
取
社
子
美
詩
、
松
根
胡
倫
憩
寂
案
、
鹿
眉
結
首
無
住
着
、

偏
極
右
肩
露
隻
脚
、
葉
菜
松
子
信
前
落
之
句
、
復
求
伯
時
書
一
此
数

旬
、
震
憩
寂
図
。
子
由
題
一
五
、
(
一
一
山
一

5
0

籾
件
逮
の
依
頼
で
、
蘇
紙
が
石
を
、
李
公
麟
が
松
を
描
い
て
松
石

図
を
作
っ
た
。
し
か
し
依
頼
主
は
物
足
り
ず
、
社
甫
の
「
戯
意
億
食

笠
松
薗
歌
」
の
詩
句
を
示
し
、
書
き
足
す
こ
と
を
求
め
た
の
で
李
公

麟
が
応
じ
た
の
で
あ
る
。
な
お
元
祐
元
年
は
、
二
年
あ
る
い
は
三
年

の
誤
り
か
、
諾
註
も
定
ま
ら
な
い
。

元
祐
三
年
〈
一

O
八
人
)
は
五
三
歳
の
蘇
拡
が
知
貢
挙
を
つ
と
め
た

年
で
、
試
験
官
に
李
公
鱗
や
寅
庭
竪
ら
が
集
ま
っ
て
い
た
。
翌
四
年

に
蘇
材
料
は
杭
州
刺
史
に
出
る
の
で
、
翰
林
学
士
・
知
制
詰
と
な
っ
た

一
克
祐
元
年
か
ら
の
三
年
間
が
、
蘇
門
の
文
人
が
中
央
で
集
団
的
に
活

動
し
た
時
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
一
克
祐
三
年
の
三
月
J

初
め
に
、
科
挙
の
考
校
を
終
え
た
考
校

官
の
寅
庭
堅
ら
と
蘇
載
が
詩
の
競
作
を
行
な
っ
て
い
る
。
次
々
と
次
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韻
す
る
形
式
で
、
最
後
に
李
公
麟
が
蘇
紋
の
詩
句
を
商
に
し
た
と

「
書
試
院
中
詩
」
ハ
文
集
巻
六
十
八
〉
に
見
え
る
。

同
じ
こ
ろ
の
筆
と
思
わ
れ
る
蘇
献
の
文
に
「
抜
李
伯
時
ト
居
間
」

(
文
集
巻
七
十
〉
が
あ
る
。

定
関
求
余
震
潟
杜
子
美
「
寄
賛
上
人
」
詩
、
旦
令
李
伯
時
題
其

事
、
葦
有
婦
問
一
意
也
。
余
本
国
家
、
少
有
志
丘
護
、
競
免
措
紳
、

奉
養
猶
山
政
夫
。
然
欲
蹄
者
護
十
年
、
勤
話
不
己
、
僅
乃
得
郡
。
士

大
夫
逢
持
遇
八
官
、
至
卿
相
如
反
堂
一
¥
推
野
田
古
今
難
事
也
。
定
閣

議
之
。
吾
若
締
図
、
不
箆
鳥
獣
、
蛍
如
陶
淵
明
。
定
図
若
婦
、
豪

気
不
除
、
蛍
如
謝
一
議
選
也
。

こ
こ
で
依
頼
者
の
壬
J

定
閣
は
、
蘇
献
に
社
甫
の
詩
を
書
く
こ
と
、
李

公
麟
に
詩
意
を
画
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
事
は
懇
寂
図
に
似
る

が
、
こ
こ
で
蘇
献
に
求
め
ら
れ
た
の
は
警
で
あ
る
。
す
ぐ
れ
た
詩
・

警
・
酪
が
合
一
し
て
、
退
憾
の
士
山
を
暗
示
す
る
。
か
く
ト
居
を
計
っ

て
も
実
践
は
難
事
で
あ
る
。
も
し
実
現
し
た
ら
吾
は
陶
淵
拐
、
君
は

謝
議
運
と
品
一
一
向
う
の
は
詩
語
を
含
も
う
が
、
真
情
で
も
あ
ろ
う
。

本
来
、
詩
・
裁
で
一
闘
は
一
偲
の
文
人
に
お
い
て
、
三
位
一
体
の
も

の
だ
が
、
柳
仲
遠
や
王
定
留
は
よ
り
す
ぐ
れ
た
才
能
の
集
合
を
求
め

た
。
宋
代
の
文
人
の
盛
行
が
も
た
ら
し
た
賛
沢
の
極
と
言
え
よ
う
。

蘇
紙
の
酒
業
を
見
て
い
た
寅
庭
竪
は
そ
れ
を
翠
戯
と
評
し
た
。

。。

「
東
城
唐
土
問
中
鋭
戯
賦
」
ハ
巻
一
〉
に
一
一
一
一
口
う
。

東
坂
居
土
、
遊
戯
於
管
誠
子
緒
先
生
之
問
、
作
枯
桂
薄
木
、
叢

篠
断
山
。
筆
力
欽
宕
於
風
窓
無
人
之
境
。
蓋
道
人
之
所
易
、
荷
重

工
之
所
難
。
如
印
印
泥
、
霜
校
風
葉
、
先
成
於
胸
次
者
敗
。
墾
申

奮
迅
、
ム
ハ
反
震
動
、
草
書
三
味
之
苗
喬
者
数
ハ
一
広
々
)
。

こ
こ
に
は
蘇
材
料
の
水
墨
画
を
「
墨
戯
」
と
称
し
、
そ
れ
は
心
を
集
中
と

紙
の
間
に
「
遊
戯
」
す
る
と
こ
ろ
に
生
ず
る
と
す
る
見
方
が
一
訴
さ
れ

て
い
る
。
筆
は
自
由
自
在
に
動
く
。
自
然
の
理
を
会
得
し
た
人
に
は

易
し
い
こ
と
で
、
景
物
は
外
に
あ
る
の
で
は
な
く
胸
中
に
存
在
し
、

そ
れ
が
革
審
の
達
人
の
よ
う
に
筆
先
に
線
を
以
て
描
き
出
さ
れ
る
と

す
る
。
つ
ま
り
蘇
紙
の
墨
戯
は
、
遊
戯
・
道
人
・
胸
中
の
景
・
革
蓄

を
必
須
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
一
一
一
一
向
う
の
で
あ
る
。

沼
郡
一
戯
意
識
は
蘇
紙
に
も
あ
っ
た
。
「
辞
重
竹
石
壁
上
」
〈
前
出
)
は

官
一
日
く
態
度
の
戯
れ
で
あ
り
、
「
戯
堂
一
回
一
呉
、
江
三
賢
霊
像
三
首
ー
一
ハ
詩
集
巻

十
一
〉
は
留
を
見
て
詩
を
作
る
場
合
の
戯
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
題

文
興
可
議
竹
」
ハ
詩
集
巻
二
十
七
〉
に
「
斯
人
定
何
人
、
瀞
戯
得
自
在
、

詩
鳴
草
翠
絵
、
粂
入
竹
一
ニ
味
」
と
一
宮
う
よ
う
に
師
伝
の
態
度
で
あ
っ

た
。
ま
た
友
人
の
孔
武
仲
は
「
其
辞
墨
淋
潟
、
戯
於
人
家
」
(
東
城
居

土
筆
怪
石
斌
〉
と
一
一
一
一
口
い
、
当
時
の
何
一
還
は
「
先
生
戯
筆
所
作
枯
株
竹

(
お
)

お
」
(
墨
木
竹
石
〉
と
一
一
一
一
向
う
。
こ
の
「
酔
商
・
酔
墨
」
や
「
戯
患
で
戯

ー
一
は
文
人
砲
の
代
名
詞
と
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
そ
の
戯
れ
は
、
題
癌
詩
に
お
い
て
は
機
知
的
に
表
現
さ
れ
が
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ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
間
の
機
微
を
諮
る
の
は
黄
庭
堅
の
次
の
詩

で
あ
ろ
う
。題竹
石
牧
牛
(
巻
一
ニ
〉

野
次
小
部
燦
野
次
小
熔
蝶

幽
築
相
依
緑
幽
賞
品
相
依
り
て
綜
な
り

阿
一
章
一
ニ
尺
箪
一
阿
章
一
一
一
尺
の
築
一

御
此
老
殻
鯨
此
の
老
い
た
る
殻
鯨
を
御
す

石
吾
其
愛
之
石
吾
は
甚
だ
之
を
愛
す

守
的
《
μ

勿
遺
牛
璃
角
牛
を
し
て
角
を
繍
が
し
む
る
勿
か
れ

午
璃
角
向
可
牛
の
角
を
瞬
く
は
尚
お
可
な
り

牛
翻
残
我
竹
牛
関
わ
ば
我
が
竹
を
残
わ
ん

任
淵
の
明
山
谷
詩
註
』
本
に
は
序
が
あ
り
「
子
機
重
叢
竹
怪
石
、

伯
時
増
前
坂
牧
克
騎
牛
、
甚
有
意
態
、
戯
一
詠
」
と
一
一
一
一
口
う
。
蘇
戦
が
野

の
竹
石
を
描
い
た
函
に
李
公
麟
が
牛
に
騎
っ
た
牧
支
を
書
き
加
え

た
。
そ
の
こ
と
に
韓
愈
の
「
牧
霊
敵
火
牛
璃
角
」
(
石
鼓
歌
)
と
李
渉

の
「
無
奈
牧
童
何
、
放
牛
喫
我
竹
」
ハ
山
中
)
の
表
現
と
発
想
を
借
り

て
結
果
を
暗
示
す
る
。
つ
ま
り
「
甚
だ
意
態
有
り
」
と
李
公
麟
を
持

ち
上
げ
て
お
い
て
、
加
筆
の
た
め
に
竹
石
の
原
画
の
越
き
が
台
無
し

(

お

〉

に
な
っ
た
と
皮
肉
を
こ
め
た
。
こ
こ
に
「
戯
れ
に
詠
ず
」
の
こ
こ
ろ

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
墨
戯
は
文
人
(
画
家
で
あ
り
鑑
賞
者
)

が
、
高
尚
な
と
意
識
す
る
心
の
遊
び
の
表
現
行
為
で
あ
っ
た
。

お

わ

り

に

蘇
戦
ら
宋
の
士
大
夫
文
人
は
、
そ
の
水
墨
画
を
墨
戯
と
し
、
詩
材

に
も
加
え
た
。
草
蓄
を
応
用
し
た
竹
石
枯
木
は
胸
中
の
外
在
化
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
蘇
紙
は
「
亡
友
文
興
可
有
四
紹
、
詩
一
、
楚

僻
二
、
予
叫
ん
間
三
、
笠
間
」
ハ
警
文
輿
可
墨
竹
井
紋
、
詩
集
巻
二
十
六
〉
と
一
一
一
一
日

コ

0

0

い
、
「
輿
可
之
介
、
其
徳
之
糟
粕
、
興
可
之
詩
、
主
ハ
文
之
牽
末
。
詩

コ

。

、

不
能
議
、
溢
市
魚
香
、
幾
市
策
室
、
皆
詩
之
飴
o
」
(
文
興
可
霊
墨
竹
野

風
壁
、
文
集
二
十
一
)
と
、
徳
を
根
本
に
置
き
、
文
・
詩
・
書
・
回
を

こ
の
順
に
位
置
づ
け
る
。
陶
治
さ
れ
た
人
格
の
表
わ
れ
が
書
画
で
あ

る
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
後
世
の
市
民
文
人
と
異
な
る
宋
代
文
人
の
特

色
で
あ
っ
た
。
学
識
を
積
み
、
道
を
体
得
し
た
と
自
負
す
る
士
大
夫

の
心
境
の
余
裕
が
、
詩
と
国
を
一
体
と
し
た
開
設
戯
を
作
り
出
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
上
、
文
人
は
そ
れ
ぞ
れ
が
胸
中
の
丘
蜜
を
描
く
が
故

に
、
そ
の
函
も
独
創
的
な
個
性
の
自
然
な
発
露
と
な
り
得
た
の
で
あ

っ
た
。
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、迂(
1
〉
一
日
仰
を
挙
げ
れ
ば
『
中
国
美
術
史
』
マ
イ
ケ
ル
・
サ
リ
パ
ン
著
、
新

藤
武
弘
訳
ハ
新
潮
選
書
、
昭
和
田
十
八
年
〉

(
2
〉
鈴
木
敬
『
中
盤
繕
霊
史
』
上
、
入
宋
時
代
の
絵
画
、

8
北
宋
の
墨

戯
〈
古
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
六
年
)



(
3
〉
孔
凡
麓
鮎
校
『
蘇
紙
文
集
』
七
十
三
巻
〈
中
華
蕎
局
、
一
九
八
六
年
〉

(
A
A

〉
こ
の
間
句
は
『
王
右
丞
集
』
間
部
議
刊
本
に
は
不
載
。
越
殿
成
婆
注

本
は
「
山
中
」
の
題
で
外
編
に
収
め
る
が
、
文
字
に
異
同
が
あ
る
。

(

5

)

王
文
詩
輯
註
『
刊
紙
紙
詩
集
』
五
十
巻
(
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
〉

(
6
〉
社
甫
の
ど
の
詩
を
指
す
か
は
定
め
が
た
い
が
杜
請
に
は
コ
房
兵
事
胡

馬
」
〈
社
詩
詐
註
巻
一
〉
な
ど
の
馬
の
詩
と
「
丹
青
引
鱈
曹
持
軍
一
務
」
(
向

巻
十
一
ニ
)
「
意
識
録
事
宅
離
宮
賂
寧
霊
馬
問
幽
」
(
向
上
〉
な
ど
の
一
割
馬
の
詩

が
あ
る
。

(
7
〉
蘇
紙
は
韓
幹
の
画
馬
を
好
み
、
他
に
「
審
議
一
斡
牧
馬
閤
」
(
詩
集
巻

十
五
〉
「
書
斡
幹
二
馬
」
〈
開
巻
四
十
四
)
「
韓
斡
馬
」
(
向
巻
四
十
八
〉
な

ど
の
叶
げ
が
あ
る
。

〈
8
〉
詩
題
に
秀
才
と
呼
ぶ
か
ら
進
士
科
に
応
ず
る
資
格
を
持
つ
が
ま
だ
官

職
に
な
い
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
注
で
は
「
少
翠
護
士
、
得
官
、
棄
去
」

と
あ
る
の
で
し
ば
ら
く
こ
れ
に
従
う
。

(

9

)

「
武
林
」
は
一
に
「
武
俊
」
に
作
る
。
こ
の
後
に
引
く
詩
句
に
も
武

陵
の
名
が
見
え
る
の
で
そ
れ
で
も
通
じ
る
が
、
西
湖
の
景
と
見
れ
ば
武
林

山
と
な
る
。
な
お
こ
の
詩
の
前
半
は
、
自
日
出
易
の
「
自
題
潟
良
ー
一
〈
'
日
氏
文

集
巻
{
ハ
〉
の
詩
「
我
貌
不
自
識
、
李
放
寓
我
員
、
静
観
神
輿
骨
、
合
走
山

中
人
・
:
j
宜
蛍
早
罷
去
、
牧
取
雲
泉
身
。
」
の
意
を
踏
ま
え
て
い
る
。

ハ
日
〉
前
出
の
鈴
木
敬
『
中
関
織
笠
史
』
の
図
録
に
伝
王
説
「
煙
江
畳
峰
図

巻
」
を
載
せ
る
。

(
日
〉
『
宋
番
』
巻
九
十
一
ニ
隠
逸
・
宗
柄
伝
に
「
好
山
水
、
愛
遠
遊
:
:
:
、
有

疾
還
江
陵
、
臨
〈
回
、
老
疾
倶
豆
、
名
山
恐
難
綿
視
、
唯
蛍
澄
嬢
観
議
、
臥

以
波
。
九
所
淋
履
、
皆
濁
之
於
室
。
」
と
あ
る
。

〈
辺
〉
飽
に
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
晃
補
之
の
「
銭
翰
林
葉
坂
公
害
一
」
(
難
肋
集

巻一ニム
i
z
一
〉
は
癌
擦
の
素
材
が
、
作
者
の
胸
中
に
野
な
い
と
い
う
。

〈
お
)
『
議
章
一
寅
先
生
文
集
』
(
四
部
叢
刊
本
〉
に
よ
る
。

(
M
〉
「
凝
神
」
か
「
疑
神
」
か
の
論
に
翁
方
縞
註
は
宋
張
清
源
『
雲
谷
雑

記
』
の
「
東
坂
一
去
、
古
書
呂
就
議
舛
、
密
本
荘
子
云
、
用
士
山
不
分
、
乃
疑

於
神
(
云
々
と
を
引
く
。
こ
れ
に
従
う
。

〈
日
〉
孔
武
仲
と
何
蓬
の
文
は
、
白
川
大
学
中
文
系
唐
宋
文
学
研
究
室
編

『
蘇
紙
資
料
索
編
』
上
編
〈
中
華
室
田
局
、
一
九
九
四
年
〉
所
収
に
よ
る
。

〈
日
)
乙
の
詩
の
解
釈
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
黄
庭
堅
詩
論
考
!
典
故
の
用
法

を
中
心
と
し
て

i
」
(
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
第
十
六
韓
、
昭
和
田

十
六
年
)
を
参
照
。

ハ
新
潟
大
学
)
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